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平成29年９月11日

各　　位

会 社 名 こころネット株式会社

代 表 者 名 代表取締役社長　齋　藤　高　紀

（コード番号：6060）

問 合 せ 先 常務取締役　　　羽　田　和　德

（TEL.　024-573-6556）

有限会社玉橋の株式取得（子会社化）に関する基本合意書締結のお知らせ

　当社は、平成29年９月11日開催の取締役会において、有限会社玉橋の株式を取得（子会社化）する

ことに向け、協議を進めていくことに関する基本合意書を締結することを決議いたしましたので、下

記のとおりお知らせいたします。

記

１．株式取得の目的

　当社グループは、福島県を拠点として葬祭事業、石材事業、婚礼事業等を展開しており、「Ｍ＆Ａ

によるグループの規模拡大、及び企業価値の向上」を成長戦略の一つとしております。

　有限会社玉橋は、福島県本宮市の業歴67年を超える葬祭事業会社であり、地元に根差した営業によ

り安定した業績を残しております。

　今般の株式取得は、当社グループ葬祭事業における営業エリアの拡大とシナジーの発揮に資するも

のと考えております。

２．有限会社玉橋の概要

（１） 名 称 有限会社玉橋

（２） 所 在 地 福島県本宮市本宮字南町裡71番７

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役　玉橋　悠

（４） 事 業 内 容 葬祭事業、霊柩車運送、仏壇仏具販売

（５） 資 本 金  ３百万円

（６） 設 立 年 月 日 昭和54年６月７日

（７） 大株主及び持株比率 玉橋　悠（50％）、玉橋　美和子（50％）

（８）
上場会社と当該会社
と の 間 の 関 係

資 本 関 係 該当事項はありません。

人 的 関 係 該当事項はありません。

取 引 関 係

当社と当該会社との間には、該当事項はありま

せん。なお、当社の連結子会社である株式会社

たまのやと当該会社との間において、霊柩車運

行委託契約を締結しております。
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（９）　当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態

決算期 平成27年５月期 平成28年５月期 平成29年５月期

純 資 産 154百万円 165百万円 174百万円

総 資 産 211百万円 207百万円 188百万円

１ 株 当 た り 純 資 産 51,482.79円 55,318.12円 58,054.68円

売 上 高 274百万円 299百万円 295百万円

営 業 利 益 16百万円 15百万円 13百万円

経 常 利 益 17百万円 16百万円 14百万円

当 期 純 利 益 12百万円 11百万円 11百万円

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 4,097.47円 3,835.34円 3,736.56円

１ 株 当 た り 配 当 金 0円 0円 0円

３．株式取得の相手先の概要

（１） 氏 名 玉橋　悠

（２） 住 所 福島県本宮市

（３）
上 場 会 社 と
当 該 個 人 の 関 係

当社との間に記載すべき資本関係、人的関係及び取引関係を

含む利害関係はありません。

（１） 氏 名 玉橋　美和子

（２） 住 所 福島県本宮市

（３）
上 場 会 社 と
当 該 個 人 の 関 係

当社との間に記載すべき資本関係、人的関係及び取引関係を

含む利害関係はありません。

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況

（１） 異動前の所有株式数

０株

 （議決権の数　０個）

 （議決権所有割合　０％）

（２） 取 得 株 式 数
3,000株

 （議決権の数　3,000個）

（３） 異動後の所有株式数

3,000株

 （議決権の数　3,000個）

 （議決権所有割合　100.0％）

　取得価額につきましては、今後の協議により決定いたします。

－ 2 －

本文



2017/09/11 11:15:18 / SA030962_こころネット株式会社_適時開示書類

５．日　程

（１） 取 締 役 会 決 議 日 平成29年９月11日

（２） 基 本 合 意 書 締 結 日 平成29年９月11日

（３） 株式譲渡契約書締結日 平成29年11月中（予定）

（４） 株 式 譲 渡 実 行 日 平成29年12月１日（予定）

６．今後の見通し

　本株式取得による当社の連結業績への影響は、現在精査中であり、株式取得を正式に決定した後、

公表すべき事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。

以　上
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